
　
西
日
本
を
中
心
に
、
広
い
範
囲
に
大

雨
を
も
た
ら
し
た
「
平
成
30
年
7
月
豪

雨
」
。

　
50
人
以
上
の
命
が
奪
わ
れ
た
岡
山
県

倉
敷
市
の
真ま

備び

町ち
ょ
うで

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
た
溝
口
路
子
さ
ん
に
現
地
で
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。

気
付
い
た
と
き
に
は

逃
げ
場
が
な
い

　
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
個
人
宅
や
児

童
館
な
ど
の
復
旧
作
業
に
取
り
組
ん
だ

溝
口
さ
ん
。
真
備
町
は
、
大
雨
が
降
り

続
い
た
こ
と
で
深
夜
に
河
川
の
堤
防
が

決
壊
し
、
大
量
の
水
が
流
れ
込
み
ま
し

た
。

「
個
人
宅
で
は
2
階
の
高
さ
ま
で
浸
水

し
、
家
具
や
電
気
製
品
な
ど
が
全
て
使

え
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

住
民
に
当
時
の
状
況
を
聞
く
と
、
異
変

に
気
付
い
た
と
き
に
は
す
で
に
自
宅
が

浸
水
し
て
い
て
、
逃
げ
遅
れ
た
人
が
多

か
っ
た
そ
う
で
す
」

現
地
で
感
じ
た

災
害
の
悲
惨
さ

　
溝
口
さ
ん
は
活
動
の
中
で
、
あ
る
老

夫
婦
の
個
人
宅
の
復
旧
作
業
に
携
わ
り

ま
し
た
。

「
そ
の
家
の
浸
水
は
2
階
ま
で
は
届
か

な
か
っ
た
も
の
の
、
老
夫
婦
か
ら
は
1

階
で
水
に
浮
い
て
い
た
家
具
や
冷
蔵
庫

地震・台風・集中豪雨。近年は全国各地で大規模な自然災害が多発し、さまざまな地域が想定外の被
害を受けました。特に今年は「北海道胆

いぶり
振東部地震」や「平成30年7月豪雨」などが発生し、報道では連

日各地の痛ましい光景が取り上げられました。
このような災害がいざ自分を襲ったとき、どんな事が周りに起こるのか。そのとき、どう行動するのか。
これまでに起きた災害から学び「自分は大丈夫だ」という意識を変えていくことが、これからの私たち
に求められています。

「何もしない」自分を変えよう

4 23
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被
害
を
受
け
ま
し
た
。
住
民
も
『
ま
さ

か
自
分
の
身
に
降
り
か
か
る
と
は
』
と

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
災

害
が
ど
こ
か
人
ご
と
に
思
え
て
い
た
自

分
の
身
に
も
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら

な
い
と
思
え
た
瞬
間
で
し
た
」

　
備
え
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
つ
つ

も
、
な
か
な
か
行
動
に
移
せ
な
い
。
被

害
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
と
、
な
ぜ
か

自
分
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。

「
災
害
が
起
き
た
と
し
て
、
そ
れ
が
ど

の
時
間
帯
で
、
自
分
は
ど
こ
に
い
る
の

か
。
何
を
持
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
避
難

す
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
で
の
行

動
を
、
い
ま
一
度
考
え
た
い
と
思
い
ま

し
た
」

の
上
を
渡
り
、
窓
か
ら
外
に
出
て
避
難

し
た
と
聞
き
ま
し
た
」

　
普
段
の
生
活
か
ら
は
到
底
、
想
像
で

き
な
い
状
況
。
し
か
し
、
災
害
時
に
は

想
像
を
超
え
る
状
況
が
起
こ
り
得
る
の

だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

「
危
機
が
去
っ
た
後
も
、
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
大
切
な
家
を
取
り
壊
す
か
、
修

繕
し
て
住
み
続
け
る
か
の
選
択
を
迫
ら

れ
る
な
ど
、
問
題
は
残
り
ま
す
。
実
際

に
現
地
に
行
っ
た
こ
と
で
、
改
め
て
災

害
が
人
生
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
を

感
じ
ま
し
た
」

自
分
の
中
で
芽
生
え
た
意
識

「
岡
山
県
は
自
然
災
害
が
少
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
で
大
き
な

被災地ボランティア経験者

溝口 路
みち

子
こ

さん

1被災した真備町の光景
2浸水で物が散乱した住宅
3惨状が水流の激しさを物語る
4住宅の復旧作業をする溝口さん

特
集 防 災「何もしない」自分を変えよう
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「防災」していますか？
ニュースなどで頻繁に取り上げられるようになった大規模な災害。それを見て「人ごとではない」
と思っていても、日常に戻るとその意識は薄れていってしまいます。もう一度、思い出してくだ
さい。災害による非日常が、自分にも訪れるという危機感を。

第 １
章

1平成22年の台風9号で冠水した国道408
号線（土屋）
2平成23年の東日本大震災により隆起し
た県道291号線（甚兵衛大橋前）
3平成25年の台風26号で京成成田駅に
も被害が
4同台風で発生した崖崩れ（芦田）

市内で過去に起きた災害

1要支援者の体験セットを着けた救助訓練
2避難所開設後の炊き出し
3経路を確認しながら避難所へ到着
4避難所では地区ごとに分けられる

市内で行われた防災訓練

4
2

3
1

4
2

3
1
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成
田
で
も
各
地
で
被
害
が

　
災
害
に
よ
る
被
害
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
遠
い
地
域
だ
け
の
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
市
で
も
震
度
6
弱
を
観
測

し
た
、
平
成
23
年
の
「
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）」
で
は
1
、

2
8
6
戸
の
建
物
が
一
部
損
壊
と
な
り
、

甚
兵
衛
大
橋
前
の
県
道
2
9
1
号
線
で

大
規
模
な
路
面
隆
起
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
で
の
観
測
史
上
最
大
規

模
と
な
っ
た
平
成
25
年
の
台
風
26
号
で

は
、
全
壊
・
半
壊
家
屋
17
戸
、
浸
水
52

件
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、
市
内
各
地
で

崖
崩
れ
も
発
生
し
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
多
発

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、
今
後
の
私

た
ち
の
生
活
が
安
全
で
あ
る
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。
次
に
本
市
を
襲
う
災
害

は
、
過
去
よ
り
も
大
き
な
爪
痕
を
残
す

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
差
し
迫
る
危
機

　
国
の
首
都
直
下
地
震
モ
デ
ル
検
討
会

で
は
、
首
都
地
域
を
直
下
と
し
た
大
規

模
な
地
震
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
、

平
成
25
年
に
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
は
、
南
関
東
の
地
下
に
沈
み

込
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
内
で
起

こ
る
地
震
が
検
討
さ
れ
、
主
に
茨
城
県

や
千
葉
県
内
で
発
生
す
る
可
能
性
が
高

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
身
構

え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
難

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
備
蓄
と
し
て
食
料
品
を
少
し
多
め
に

買
っ
た
り
、
家
族
と
災
害
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
の

ど
ん
な
こ
と
で
も
災
害
に
対
す
る
備
え

に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
日
頃
か
ら
災
害
を
意
識
す

る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
少
し
で
も
行
動

を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
分
や
大
切
な

人
の
命
を
守
る
の
は
、
そ
の
時
の
一
つ

の
備
え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同

検
討
会
で
は
、
最
大
震
度
6
強
の
「
成

田
空
港
直
下
地
震
」
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す（
右
上
図
）。
こ
れ
は
、
平
成
28
年

に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
「
熊
本
地

震
」
と
同
規
模
の
大
き
さ
。
そ
し
て
、

こ
の
地
震
が
30
年
以
内
に
70
パ
ー
セ
ン

ト
の
確
率
で
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
災
害
は
、

す
で
に
私
た
ち
の
周
り
に
も
差
し
迫
っ

て
い
る
の
で
す
。

必
要
な
防
災

で
も
、
行
動
に
移
せ
な
い

　
平
成
28
年
に
行
っ
た
家
庭
で
の
防
災

対
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト（
左
上
図
）

で
は
、「
家
庭
で
防
災
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
い

い
え
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
40
・
1

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
ま
た
、
対
策
を

し
て
い
な
い
理
由
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
何

を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
回
答
が
最
も
多
く
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
が
対
策

方
法
が
分
か
ら
ず
、
行
動
に
移
せ
て
い

な
い
と
い
う
現
状
が
分
か
り
ま
し
た
。

防
災
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
な
い

　
防
災
と
い
う
と
、
何
か
特
別
な
対
策

0 20 40 60 80 100

はい（211人）
59.9%

いいえ（141人）
40.1%

何をすればいいか
分からない

費用がかかる

手間がかかる

必要性を感じない

そのほか
（人）

88

52

40

14
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幡谷区長

茂木 新治さん

　今年は全国各地で災害が発生しました
が、幸い成田には大きな被害が出ません
でした。そのため、危機感が薄れて備え
ることを忘れがちです。でも、平和な今
だからこそ準備ができると思っているの
で「備えあれば憂いなし」の意識を持っ
て、今後も地域の人に備蓄や防災訓練へ
の参加を呼び掛けていきます。

忘れがちだけれど大切なこと

回答者：352人

（複数回答可）

家庭で防災対策を行っていますか

家庭での防災対策に関するアンケート

対策を行っていない理由

成田空港直下地震の
震度想定

震度階級
6弱
6強
水部

凡例
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今
し
か
で
き
な
い「
備
え
」を

皆
さ
ん
は
、
災
害
時
に
自
分
が
す
る
べ
き
行
動
を

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
日
頃
か
ら
防
災
意

識
を
持
っ
て
備
え
る
こ
と
が
非
常
時
の
対
応
に
つ

な
が
り
ま
す
。

第 ２
章

危
険
を
誘
う
「
思
い
込
み
」

　
人
間
の
心
は
、
日
常
生
活
の
中
で
予

期
せ
ぬ
出
来
事
が
あ
る
と
「
大
丈
夫
だ

ろ
う
」
と
い
う
思
い
込
み
が
働
き
、
気

持
ち
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
時
に
は
こ
の
思
い
込
み

が
、
自
分
を
危
険
な
状
態
に
陥
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
地
震
が
頻
発
す
る
日
本
で

は
、
多
少
の
揺
れ
が
あ
っ
た
と
し
て

も
「
大
し
た
被
害
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
し
ま
い
、
避
難
行
動
が

遅
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
過
去
の
災
害

で
は
、
こ
の
思
い
込
み
が
働
い
た
た
め

に
避
難
が
で
き
ず
、
想
定
外
の
被
害
に

巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
い
ち
早
く
思
い
込
み
を
取

り
除
き
、
す
ぐ
に
行
動
に
移
せ
る
か
ど

う
か
が
自
分
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
災

害
時
の
行
動
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

災
害
時
の
行
動
を
考
え
よ
う

　
災
害
時
の
防
災
の
考
え
方
と
し
て
、

＊1　指定緊急避難場所…災害の危険から緊急的に避難し、身の安全を守るための場所
＊2　指定避難所…�被災によって自宅に居住することができなくなったり、ライフラインが途絶えて日常生

活が難しくなったりした場合に、一定期間滞在する施設

指定緊急避難場所・指定避難
所の一覧は、市ホームページ

（http://www.city.narita.ch 
iba.jp/anshin/page07360 
0.html）で確認できます。

地区住民が集まってAEDの操作方法を学ぶ（幡谷区）

自宅に居住できる

情報収集しながら在宅避難する。
ただし、土砂災害の危険がある
地域の人は、指定避難所*²への
避難を検討する。

・被災により居住で
きそうにない

・備蓄などがなく生
活が困難

非常用持ち出し品などを持って、
安全な区域の親族・知人宅や、
指定避難所へ避難する。
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自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
「
自

助
」
、
地
域
の
住
民
同
士
で
助
け
合
う

「
共
助
」
、
そ
し
て
行
政
機
関
や
消
防

な
ど
に
よ
る
災
害
対
応
の
「
公
助
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
自

助
・
共
助
の
取
り
組
み
は
、
過
去
の
災

害
で
も
多
く
の
命
を
救
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
7
年
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
」
で
は
、
約
3
万
5
、
0�
0�

0
人
が
倒
壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
に
な

り
、
自
力
で
の
脱
出
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
約
2
万

8
、
0
0
0
人
が
家
族
や
地
域
住
民
の

協
力
に
よ
っ
て
助
け
出
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
の
発
生
直
後
は
、
公
的
機
関
の

対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、
す
ぐ
に
救
援

に
駆
け
付
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
は
、
周
囲
の
人
と
の
助
け
合

い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か

在
宅
避
難

　
避
難
と
い
う
と
避
難
所
で
の
生
活
を

想
像
し
が
ち
で
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て

は
災
害
が
収
ま
る
ま
で
自
宅
で
避
難
生

活
を
送
る
「
在
宅
避
難
」
が
望
ま
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
む
や
み
に
避
難
所
へ
移
動
し
よ
う
と

す
る
と
、
建
物
の
倒
壊
や
土
砂
災
害
な

ど
の
二
次
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
切
迫
し
た
状

況
の
中
で
は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
身

の
安
全
を
守
る
こ
と
が
心
の
平
穏
を
保

つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
宅
が
安

全
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
在

宅
避
難
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
と
う

　
本
市
で
想
定
さ
れ
る
災
害
は
、
主
に

地
震
災
害
と
風
水
害
、
そ
れ
に
伴
う
土

砂
災
害
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
左
・
下
図
を
参
考
に
災
害
時
の
行
動

を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

地震災害時の避難行動

在宅避難ができるか検討

　地震発生時は、まずは自分の身の安全を最優先に考えましょう。自宅にいる場合は揺れが収まったら家族や近隣住民の安
否確認を行い、協力して対処しましょう。

自宅の被災状況を確認する

地
震
発
生

自 助
自分・家族の
安全確保

共 助
・近隣住民の安

否確認
・助けが必要な

人の支援

・自治会などで定めた
集合場所や、指定緊
急避難場所*¹へ一時
的に避難する

・地域の救助・消火活
動に参加する

なりたメール配信サービス
　防災行政無線の放送内容・防災
情報などをメールで配信しています。
利用するには、二次元バーコードを
読み取るか、登録用アドレス（info-n�
@sg-m.jp）にメールを送信し、返信さ
れる案内に従って登録してください。

　台風や大雨の場合は、事前に情報収集を行い、危な
いと感じたら自主的に避難しましょう。また、市では危
険度に合わせて避難情報を3つに分け、防災行政無線
やなりたメール配信サービスで配信しています。避難行
動の基準にしてください。

避難準備・高齢者等避難開始
いつでも避難できるよう準備する。高齢者や障が
いのある人などは避難を開始する

避難勧告
避難場所への避難を開始する。外が危険な場合は
屋内のより安全な場所に移動する

避難指示（緊急）
避難できていない場合は、早急に避難場所への避
難を開始する。外が危険な場合は屋内のより安全
な場所に移動する

風水害時の避難行動

広報なりた 2018.11.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です7

特 集 防 災「何もしない」自分を変えよう



多くの人が防災術を学ぶ

在宅避難を開始したら…

さまざまな状況を考えよう
過去の災害で実際にあった状況を基に、日頃からの備えの参考にしましょう。

CASE 1CASE 2

電気・ガス・水道などの
ライフラインが断たれた

店舗に商品がほとんどなかった

食品・日用品の買い出しに行ったら…

家庭での備蓄品をそろえよう
　被災によりライフラ
インが断たれると、復
旧するまで備えていた
物でしか生活できませ
ん。以下のチェックリ
ストを参考に、自分に
必要な物を備蓄してお
きましょう。

　非常用持ち出し品をアウトドア
用のクーラーボックスの中に入れ
て備えています。
　避難生活時に大切な食品類の保
存ができるだけでなく、給水タン
クとしても使えます。私は大きめ
のキャスター付きの物を用意して
います。

身近な物も工夫して使う
　避難所での生活時は、普段通りの生活を送れるとは限り
ません。その場にある物を活用して過ごすことになります。
そのために備えておきたいのが新聞紙とラップです。
　新聞紙は断熱材としての効果があるので、服の中に入れ
たり、簡易ベッドの敷き・掛け布団にしたりすることで、体
温を保つことができます。
　ラップは断水時で水が使えない状況でも、食器にかぶせ
ればご飯などを盛っても汚さずに食事ができます。また、
気密性が高いのでけがをした際の止血にも使えます。
　そのほか、レジ袋やポリ袋などもさまざまな用途で使え
ます。非常用持ち出し品の中に備えておきましょう。

　家庭では水や食料品の備蓄を心
掛けています。ほかにも、家具が
倒れないように、ストッパー式の
転倒防止器具などを取り付けてい
ます。
　災害時に危険になりそうな物を
日頃から考えて、これからも対策
していこうと思います。

「ローリングストック」を心掛けよう
　缶詰やインスタント食品のほか、トイレットペーパー
など、普段から消費している物を少し多めに購入し
ておき、常に一定の備蓄がある状態を保つ「ローリン
グストック」を習慣にしましょう。

あなたはどんな対策をしていますか？

（飯田町）
村澤 栄美さん

アウトドア用品を活用

家庭での備えを万全に

（飯田町）
石原 幸

こう
二
に

さん

□水（1人1日3リットル分）
□食料品（約1週間分）　
□給水タンク　
□ガスコンロ　
□モバイルバッテリー　

□簡易トイレ　
□充電式ラジオ　
□常備薬　
□懐中電灯　
□乾電池

まちの人に聞きました　

消費
する
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自分の命を守る防災術
地域防災力向上のために各地で講演や技術指導を行っている、NPO法人日本防災士会の川崎隆克さんに、
災害への備えについて聞きました。

CASE 3CASE 4 家族に連絡を取ろうとしたら…外出先から帰宅しようとしたら…

電話やインターネットが
つながらなかった

公共交通機関が使えず
帰宅困難になった

①建物の耐震補強…建物全ての補強を考えると高額になり、
なかなか行動に移せないと思います。1日の中で最も過
ごす時間の長い居間などを部分的に補強するだけでも、
被害を減らすことができます。
②家具・家電の転倒対策…ホームセンターなどで売ってい
る家具の固定具・転倒防止マットなどを取り付けましょ
う。防災の重要性が高まっているので、取り扱っている
店舗も多いです。
③食品の備蓄…在宅避難を考えて、冷凍や冷蔵も含めて1
週間分の食品を保つようにしておきましょう。意外かも
しれませんが、冷凍食品も備蓄品になります。電気が止
まる可能性があるので、腐りやすい冷凍食品から消費す
るようにしましょう。
④地震保険への加入…近年の大規模災害で被災し、いまだ
仮設住宅に住む人たちは、地震保険に入っていなかった
人がほとんどです。保険に入っていないと生活再建が難
しくなります。もしものときのために、検討しておいて
ほしいです。

防災士が勧める4つの備え
　私が講演する際には、次に挙げた備えを優先して行うよう
話しています。ただし、一度に全てをやろうとする必要はあ
りません。無理はせず少しずつ備えていくことが大事です。

家族で集合場所を話し合おう
　市では、地域ごとの「防災マップ」を発行するほか、
避難所の位置や浸水・土砂災害の危険区域などをま
とめた「なりた地図情報」を公開しています。定期的
に家族で避難所などの集合場所を決め、避難経路や
危険区域についても話し合っておきましょう。

防災用品を携帯しよう
　外出時に災害が起きた場合、危険のない場所や指
定緊急避難場所で待機することになります。帰宅で
きるまでの間を過ごせるよう、以下のチェックリス
トを参考に防災用品をかばんなどに入れておきま
しょう。

□モバイルバッテリー　
□小型懐中電灯　
□ウェットティッシュ　
□栄養補助食品　

□常備薬　
□眼鏡・コンタクト　
□歯磨きセット　
□飲み物

NPO法人日本防災士会技術
支援チーム代表。元東京消
防庁のレスキュー隊員という
経歴を持ち、県内を中心に
防災講演や防災訓練での指
導を行う。現役時代のさま
ざまな経験で得た知識と技
術を各地で伝えている。

川崎 隆
たか

克
よし

さん

防災マップ配布場所＝危機管理課（市役所4階）、行政
資料室（市役所1階）、下総・大栄支所、中央公民館
なりた地図情報
URL＝http://www2.wagamachi-
　guide.com/narita/
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災害発生時には、地域住民同士の助け合いである「共助」が不可欠です。日頃から地域でのコミュニケーションを図
ることも、大切な備え。市内には、非常時に地域で協力して対応できるよう取り組む人たちがいます。

　自主防災組織は、自治会などで防災啓発を目的とした
活動をするために結成する組織です。飯田町では平成20
年に結成し、今年で10年になります。
　普段の活動としては、地区内の状況確認を兼ねた防犯
パトロールや、防災訓練、防災講話などを行っています。
また、飯田町では毎年、地区の祭りや餅つきなどの行事
を催しているので、その際にも炊き出し訓練として料理
を出したり、防災倉庫に備えている電灯や発電機を使用
して点検を兼ねたりするなど、自治会の活動と合わせて
災害時への備えをしています。
　自主防災組織という話し合いの場があるからこそ、災
害に対する認識を共有し、住民の皆さんに防災について
考えてもらうことができています。どんなことでも繰り
返しの行動が大切なので、自分たちの地域を自分たちで
守っていくためにも、これからも継続して活動していき
たいと思います。

日頃の活動に合わせて防災

防災倉庫の中身
を確認

防災講話で救助方法
を学ぶ

　大規模な災害が発生したとき、それによる被害を完全
になくすことはできません。しかし、人と人とが助け合う
ことができれば、少しでも被害を抑えることができます。
　この「減災」の考え方を基本として、市では、市民と行
政が一体となって地域を守る「災害に強いまちづくり」を
推進しています。そして、地域住民と連携した防災体制
を築けるよう、さまざまな支援を行っています。
　主な取り組みとしては、各地区での防災講演会や総合
防災訓練を行うことにより、防災啓発を推進しています。
また、自主防災組織や避難所運営委員会の設立を促進す
るほか、設立後の活動を円滑にするために運営マニュア
ルを作成したり、自主防災組織に対しては活動費などの
助成を行ったりしています。こうした組織を検討する自
治会などがあれば、設立に向けての支援ができます。
　これからも皆さんと共に、災害に立ち向かえるよう取
り組んでいきます。

防災講演会
日時＝平成31年2月16日㈯�午後2時から
会場＝保健福祉館
※詳細は決まり次第、広報なりたでお知らせします。

共助のための組織づくりを推進

専門家がくわしく解説

成
田
市
危
機
管
理
課

藤
𥔎 

圭
さ
ん

飯
田
町
自
主
防
災
組
織
代
表江

波
戸 
弘
美
さ
ん
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共助のための取り組み第 ３
章

　避難所運営委員会は、市の職員と、避難所となる学校
などの職員、そして地域住民の三者で災害時の避難所運
営について検討するための組織です。
　委員会には複数の自治会などが参加しているので、「防
災倉庫を設置していない」「避難生活が困難な人がいる」
などの地区ごとに持つ課題を共有することができます。
地域に密着した議論を行った上で、避難所運営に必要な
物を検討したり、避難生活時のルール作りをしたりして
いるので、委員会内での意思疎通も図れています。
　災害が起こったときに、取り決めがないまま場所だけ
が提供されても、その場で誰が何をするのかを決めるの
は難しいと思います。平時のうちに対策しておくことで、
災害時にも混乱せず、住民同士で助け合うことができると
考えています。地域の皆さんが円滑に避難所を利用でき
るように、運営委員が一丸となって体制を整えていきた
いと思います。

　消防団は、その地域に住む幅広い年代の人が、日常生
活と両立して活動する市の消防機関です。主に消火活動
などを行っているイメージがあると思いますが、普段か
らさまざまな防災活動も行っています。
　例えば、私たち第7分団のある遠山地区は木が多く、
台風などの際には倒木が心配される地域です。そのため、
日頃から危険性の高いポイントを見回り、異常がないか
確認するようにしています。
　また、地区の各家庭を回り、資源物などを回収するリサ
イクル活動も行っています。なぜ消防団がリサイクルなの
かと思った人もいるかもしれません。これには、地域活動
をするとともに、1人暮らしの家庭や支援が必要な人など
を把握し、災害時に手助けできるようにするという目的が
あります。こうした一つ一つの活動を通して、地区の多く
の人と交流を深めることができています。災害時は活動の
成果を生かし、1人でも多くの人を助けたいです。

地域に即したルールを検討 人とのつながりで地域を守る

会議ではそれぞれの意見を交わす 災害に備えた訓練も

玉
造
小
学
校
避
難
所
運
営
委
員
長武

政 

光
昭
さ
ん

成
田
市
消
防
団
第
7
分
団
第
5
部
長

小
林 

裕
司
郎
さ
ん
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1人1人の防災意識を組織の力に

大
切
な
の
は
行
動
の
具
体
化

　
防
災
の
中
で
、
特
に
皆
さ
ん
に
意
識

し
て
も
ら
い
た
い
の
は
、
災
害
時
の
行

動
を
具
体
化
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
一
例
で
す
が
、
地
震
が
起
き
た
場

合
は
「
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
・
隣

近
所
と
助
け
合
う
・
自
治
会
な
ど
で
定

め
た
集
合
場
所
に
集
ま
っ
て
、
救
出
活

動
や
消
火
活
動
に
取
り
組
む
・
避
難
先

に
向
か
う
」
と
い
っ
た
自
助
・
共
助
活

動
の
流
れ
を
決
め
、
覚
え
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。

　
自
分
が
助
か
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
単

独
行
動
を
し
て
し
ま
う
人
は
、
恐
ら
く

災
害
時
に
は
助
け
ら
れ
る
側
に
な
っ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
他
人

と
協
力
で
き
な
け
れ
ば
、
他
人
も
自
分

を
助
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
平
常
時
か

ら
、
ほ
か
の
人
を
助
け
る
気
持
ち
を

持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ

を
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
有
で
き
れ
ば
い

い
で
す
ね
。

成
田
の
防
災
の
展
望

　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
設
立

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
構
想
と
し
て

は
も
う
一
歩
踏
み
込
む
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
隣
接
す
る
組
織
同

士
が
連
携
を
図
る
よ
う
に
し
て
、
防
災

に
取
り
組
む
地
域
を
広
げ
て
い
く
「
地

域
の
連
合
化
」
で
す
。

陸上自衛隊に37年間勤務。現役時は阪神・淡路大震災
や東日本大震災などの災害にも出動し、現場での指揮
を執った。退職後、平成25年に本市の危機管理課に専
門官として就任。本市の危機管理体制をバックアップ
するほか、市内各地域での防災講話で啓発活動を行っ
ている。

危機管理専門官

赤羽 敏夫さん

　
避
難
所
運
営
委
員
会
に
つ
い
て
も
連

合
化
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
、
複
数
の

自
治
会
な
ど
が
集
ま
っ
て
防
災
に
つ
い

て
検
討
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
積

極
的
な
地
域
で
は
、
避
難
所
運
営
委
員

会
が
近
隣
で
3
つ
で
き
て
い
て
、
す
で

に
連
携
を
図
る
た
め
に
動
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
組
織
同
士
が
つ
な
が
れ
ば
、
平
時
に

は
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
が
で
き

ま
す
し
、
連
絡
体
制
も
確
立
で
き
る
の

で
、
災
害
時
に
も
市
に
要
望
を
届
け
や

す
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
連
携
を
拡

大
し
て
い
け
ば
、
い
ず
れ
は
市
全
体
で

災
害
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
強

い
体
制
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
人
の
言
葉
に
学
ぶ
防
災

　
「
敵
を
知
り
己
を
知
れ
ば
百
戦
危
う

か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
言
葉
が
ま
さ
に
防
災
に
当
て

は
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
防
災
で
言
え
ば
、「
敵
を
知
る
」
と

は
災
害
の
知
識
を
得
る
こ
と
で
す
。
過

去
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、「
本
震
の

後
に
同
規
模
の
余
震
が
起
こ
る
場
合
が

あ
る
」「
台
風
の
動
き
方
に
は
法
則
が
あ

る
」
な
ど
の
特
性
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ

て
お
け
ば
、
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
ね
。

　
「
己
を
知
る
」
は
、
自
分
や
家
族
が

災
害
時
に
ど
う
行
動
す
る
の
か
、
地
域

で
の
協
力
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
つ
ま

り
、
災
害
を
理
解
し
、
次
に
自
分
の
対

策
を
確
認
し
て
、
不
備
が
あ
れ
ば
準
備

を
す
る
。
こ
れ
で
災
害
に
立
ち
向
か
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆

さ
ん
に
も
こ
の
意
識
を
持
っ
て
防
災
に

取
り
組
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

講話では住民との会話も重視

防災訓練の内容を小泉市長に報告
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特
集
の
終
わ
り
に

　
平
成
23
年
の
秋
ご
ろ
。
当
時
大
学
生

だ
っ
た
私
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
で
あ
る
宮
城
県
の
東
松
島
市
・
石
巻

市
に
赴
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
仮
設
住
宅

で
の
支
援
や
住
宅
の
復
旧
作
業
な
ど
に

携
わ
り
、
活
動
の
時
間
外
に
は
市
内
の

様
子
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　
海
岸
沿
い
の
ま
ち
に
広
が
る
の
は
、

真
っ
さ
ら
で
寂
し
げ
な
風
景
で
し
た
。

住
宅
地
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
区
画
は
全
て

さ
ら
地
に
な
り
、
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て

い
る
建
物
の
2
階
の
窓
に
は
車
が
刺

さ
っ
て
い
る
。
近
隣
の
小
学
校
は
荒
れ

果
て
た
姿
の
ま
ま
、
形
だ
け
を
保
っ
て

い
ま
し
た
。

「
住
民
の
多
く
は
津
波
を
見
て
か
ら
避

難
を
始
め
ま
し
た
。で
も
、そ
れ
で
は
遅

か
っ
た
。津
波
が
来
る
と
分
か
っ
た
時
点

で
逃
げ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
多
く

の
人
が
助
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
か
ら
の
言

葉
が
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
今
、

私
が
働
く
こ
の
成
田
を
災
害
が
襲
っ
た

と
き
、
皆
さ
ん
に
は
備
え
を
し
て
い
な

か
っ
た
が
故
の
後
悔
を
し
て
ほ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
特
集
を
き
っ
か
け
に
、

1
人
で
も
多
く
の
人
が
防
災
意
識
を
持

ち
「
何
も
し
な
い
」
状
態
で
な
く
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

1移動図書館の手伝い
2仮設住宅で子どもの遊び相
手をする
3住宅の復旧作業
4現地のボランティアから話を
聞く

東 松 島 市

123階まで浸水した小学校
3海岸付近の遠景
4津波で倒された墓石

石 巻 市

4

2

3

1

4

23

1
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特 集 防 災「何もしない」自分を変えよう


